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AI 技術の活用による労働災害の未然防止に向けた共同検証を実施 
～SWCC 開発 労働災害予測 AI～ 

 

東北電力ネットワーク株式会社（宮城県仙台市、取締役社長：坂本光弘、

以下、東北電力ネットワーク）、北陸電力送配電株式会社（富山県富山市、代

表取締役社長：棚田一也、以下、北陸電力送配電）、SWCC 株式会社（神奈川

県川崎市、代表取締役 社長執行役員：長谷川隆代、以下、SWCC）は、このた

び、AI 技術の活用による電力業界での労働災害の未然防止に向けた共同検証

を実施します。  

 

■3 社での共同検証について 

 

東北電力ネットワークおよび北陸電力送配電においては、送変電設備の保

全業務および更新工事における労働災害の防止に向け、作業手順・安全ルー

ルの遵守や経験に基づいた危険予知活動、安全パトロールの実施など様々な

取り組みを進めております。 

 

このような中、東北電力ネットワークと北陸電力送配電は、労働災害の防

止に向けたさらなる取り組みの強化として、SWCC が保有する労働災害予測

AI 技術を用いて、3 社による共同検証を実施することといたしました。 

 

今回の取り組みにより、過去に発生した労働災害における作業の内容や環

境等を AI が解析し、労働災害発生リスクの高い作業を洗い出すことで、これ

までの作業員の経験則に基づく注意喚起ではなく、より的確で客観的な注意

喚起を行うことが可能になります。これにより作業員の安全意識をさらに高

め、労働災害の未然防止につながるような現場環境の構築を目指してまいり

ます。 

 

また、今回の共同検証では、東北電力ネットワークおよび北陸電力送配電

のそれぞれの労働災害データを共有し、今後、データの拡充を図ることで、

より高精度な労働災害予測 AI の実現につなげていきます。 

 

東北電力ネットワークおよび北陸電力送配電は、今回の AI 技術をはじめと

したデジタル技術を積極的に導入することで、労働災害の撲滅を目指し、工

事に携わる方々の安心・安全を実現してまいります。 

 

また、SWCC は既存事業の保有財産と DX の融合によりソリューションビジ

ネスを展開する「SWCC SmartStream 事業」の一環として、本取り組みをは

じめとした災害予測 AI の他分野への展開を進めてまいります。 
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【SWCC が保有する AI 技術について】 

過去に発生した労働災害のデータから、今後、災害が発生する地域や要因を

AI により客観的に予測し、注意喚起するシステムとなります。 

SWCC ではこの AI を活用し、注意喚起の効果が表れております。 

 
図１ 労働災害予測 AI 解析 

 

AI による労働災害予測は、以下のような特長があります。 

 

①  過去の記録参照にとどまらず、将来の予測が可能 

②  AI により、人の主観に左右されない客観的な予測が可能 

③  自社の災害記録（時系列・地域・詳細等）を使用することで、自社独

自の周期性、地域性、季節性等を反映した予測が可能 
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【本件に関するお問合わせ先】 

東北電力ネットワーク株式会社 

 総務部 広報・地域交流グループ TEL：022-799-3519 

北陸電力送配電株式会社 

 総務・コンプライアンス推進部 報道担当 TEL：076-405-0110 

SWCC 株式会社 

 経営戦略部 広報グループ TEL：044-223-0530 


